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      アンケートの結果 
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HPの閲覧 (%) 

良く見る 時々見る 見ていない  -  

18 63 5  -  

スキルアップ 
手段は(%) 

読書/WEB 活動を通じて 講演・講座 資格 

58 56 18 6 

スキルアップ 
したい分野は(%) 

自然解説 森林整備技術 
ネイチャー 

ゲーム 
キャンプ 

63 29 16 13 

スキルアップ研修要望 自然観察会、里山、ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ、博物館、パソコン、ﾛｰﾌﾟﾜｰｸ… 

パークレンジャーのスキルアップについて    2019/4/7 
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1. ﾊﾟｰｸﾚﾝｼﾞｬｰの活動目的と役割 

私たちの活動目的:  

「自然に関わる活動を通じて自然の大切さを伝える」 

催し、森林整備、環境調査、PRの養成、Guest Teacher… 

パークレンジャーの役割: 

色々な活動を通じて                                                                             

「自然のことをわかりやすく伝える」=自然の解説活動 



 草や木に触れ、花や鳥を見て自然を感じたり発見する   
のは人間的な行為  ストレス開放/知る楽しみ 
 

 現代人は自然とふれあい自然を知る機会が少ない 

  PCやスマホで情報は知ることができるが 自然の不思議や美しさ、 

  自然の仕組みそのものを発見し気づくことはできない 
 

 現代人は自然があるから生きられるということを忘れている    
自然は生きもの同士のつながり/自然の恩恵/人も自然の一部 

 

 人は自然の不思議や美しさ面白さを体験して自然を知る 
  そして自然を理解することにより自然を大切にしようと言う気になる  
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2. どうして自然解説をするのか? 

 パークレンジャーは自然を分かり易く伝える森の案内人 



 どんなことが難しいと思うか話し合ってみましょう 

 普段どのように自然の知識やスキルのアップをしているかなど 
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4. 自然解説は難しい? 
 



 自然のことをよく知らない 

 木の名前や草花の名前が分からない 

 どんな話をして良いかわからない 

 話の進め方が分からない 

 引率するグループがすぐ離れてしまう 

 いつも一方的な説明になってしまう感じがする 

 子どもが話を聞いてくれない 
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4. 自然解説は難しい? 
 



 地球の歴史 

 生命の歴史 

 森林の生態系 

 自然のめぐみ 

 日本人と自然 

 大阪の自然 
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5. 知っておきたい自然のこと 
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植物 

雨 

土壌(腐葉土) 

太陽 

蒸発 

水は地上と空を循環している  

雨水は森の土壌       

に貯えられる     

蒸発、蒸散した水は  

雲になって雨となる 

6. 水の循環 

吸収 

植物は水を吸い上げて 

葉から水分をだす(蒸散) 

蒸散 

熱・光 

地下水 
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植物(生産) 

水 

太陽 

動物(２次消費) 

み
ん
な
死
ぬ
と
土
に
も
ど
る 

養分 

生きものはつながって生きている 

腐葉土 微生物(分解) 

7. 森林の生態系  生きもののつながりと循環 

昆虫 
キノコ 

ミミズ 

小動物 

大きな獣 草食動物  

消費 

野鳥 
ケムシ 

猛禽 

植物の光合成 

水+CO2  糖+O2 

落葉・フン 
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6. 海の生態系 

日本海事広報協会HP資料より 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1565939923/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cua2Fpamlwci5vci5qcC9tYW1laml0ZW4vc2hpemVuL3NoaXplbl80Lmh0bWw-/RS=%5EADBMimDs_wQjnz2f_lFCtG0Pqf60a0-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTYwJmw9cmkEaWR4AzAEb2lkA0FOZDlHY1NhVVBUY24xZWw3b0V3QlBMZFRPOVFIcHBDaW5yamxwY1IyMEV4b3BGR29Vb0NvdDJ1X3U5RzdQZwRwAzU1U2Y1b1dMNTdPNwRwb3MDNjAEc2VjA3NodwRzbGsDcmk-


自然 

理 科 

社会 

国 語 

文 学 

音楽･芸術 

自然科学研究 

科学者への道 

様々な技術・道具 

環境問題 

環境教育 

小説・詩 

俳句・短歌 

作曲・歌・絵画 

演劇・狂言 

医薬 

セラピー 

多様な 

物の見方 

自然に学ぶ 

命を見る 

宗教・哲学 

伝統行事 

薬   
温泉 
癒し 

7. 自然を見ることから生まれるもの 

人は自然からあらゆるものを学んできた 



 自然のことを理解するには単に知識として知るのではなく   
体で知ることが大切 

 

       五感   五官 

    見る  (目) 

    聞く   (耳) 

    嗅ぐ     (鼻) 

    触る  (皮膚) 

    味わう  (舌) 

 

 五官で覚えたことは記憶に残る=体で分かる  理解する 
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8. 五感(五官)で自然を感じる 

生き物は五感をフルに活用して相手
が何か知ろうとする 

・敵か味方か? 

・食べられるか?  

・安全かどうか? 

・繁殖の相手か? 

・方向を知る 

・気温や湿度 

・など……. 



9. 活動のサイクル 

自然が好き 

面白いと思う 

知りたいと思う 

調べる 

学ぶ 

誰かに話し 

たくなる 

興味を持って 

聞いてもらえる 

聞いた人は 

誰かに話す 

「自然に興味を持つ    学ぶ   伝える    更に学ぶ 」 サイクル   

自分 

人 

もっと好き     

になる 

活動の輪
が広がる 


